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多賀城市災害対策本部からのお知らせ
平成２３（２０１１）年４月１２日（火）午前９時発表

多賀城市内の被害状況
・死亡者 １７９名
（内訳）男性 １１０名

女性 ６９名
・行方不明者 １２名
・避難者数 １，２０６名
（避難所数 ３箇所）

菊地健次郎市長から

◆ 昨晩から今朝にかけて連続して余震が発生しており、まだまだ油断できな
い状況です。
いずれにしても、我々が地震列島の中で生活していることを改めて自覚し

ながら、地震が起きた時に何をするのかを常に考えて行動するようにしてく
ださい。

国土交通省から

◆ 八幡雨水ポンプ場については、昨日、午後８時５０分から午後１０時５０
分まで再稼働しましたが、午後５時１６分の余震時には人員を避難させまし
た。
今朝は再稼働の準備を行っています。

◆ 仙塩浄化センターのポンプ車については、２４時間フル稼働していますが、
昨日の余震により一旦停止し、午後８時５０分に機器点検を終了後再稼働し
ています。ただし、人員は避難させて機械のみ稼働しております。

◆ 昨日の余震による東北管内の被害情報は入っておりません。

自衛隊から

◆ 本日も宮内周辺を中心に行方不明者の捜索にあたります。
◆ 各種支援については、前日どおり実施します。

宮城県から

◆ 宮城県で災害復興基本方針案を策定しホームページ等にて公開しました。
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今後、当該基本方針に基づき復興計画を推進していくこととなり、８月完成
をめざし、９月県議会に上程することとしています。

警察から

◆ 昨日、多賀城市内で遺体が１体発見されました。
◆ 本日も継続して行方不明者の捜索活動と管内治安維持のためのパトロール
を行います。

消防署から

◆ 昨日は、９件救急搬送しました。
◆ 昨日、ドラム缶を１８缶排除しました。本日も危険物の排除を行います。
◆ ＪＸ西側の配管ラックの撤去が完了したので、火災時の対応が可能となり
ました。

消防団から

◆ 昨日は、津波注意報発令により、巡回広報を行うとともに、砂押川の水位
監視を行いました。

◆ 本日も自宅待機とします。

市役所から

◆ 昨日は、余震による津波注意報により、拡声装置による広報と第５、第６
分団による広報を行いました。

◆ ４月１３日（水）に内山晃総務省政務官が視察に来庁します。
また、４月１９日（火）には、宮城県議会大震災調査特別委員会委員が視

察に来庁します。
◆ 八幡ポンプ場に油が流入した問題については、本日も原因究明にあたりま
す。

◆ 本日、午前１１時３０分からポリテクセンターにおいて、山形県のボラン
ティアと天童市のホテルから炊き出し支援があり、１，０００食のイモ煮が
ふる舞われます。会場では水やカイロの支給も行います。

◆ 昨日、明月一丁目への通水を実施したことにより、９９．２％が通水する
こととなりました。

◆ 利府町役場近くの宮城県の水道本管（９００㎜）に亀裂が見つかり、午前
９時から復旧工事を行うことに伴って通水を停止する予定です。
ただし、多賀城市では森郷に８，０００トンのタンクが２基、市川にも、

１，８００トンの水が満水状態なので、停水となっても１日から１日半ぐら
いは供給することができるので、即断水とはしません。
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しかし、復旧が長引く場合には、断水する場合もあります。
◆ 昨日の総合相談窓口には１６４件（うち継続１０件）の相談がありました。
４月１日（金）からの累計で１，２４８件となります。
財務局相談が８件、法務局相談が４件、弁護士相談が０件、社会福祉協議

会の相談が７７件でした。
◆ 災害ボランティアについて

受付累計 ４，７３７人
稼働者数累計 ４，７１３人
ニーズ受付件数 ８４９件
稼働件数 ８９７件

◆ がれきを積載した大型車両が通学路を頻繁に通過するので、通学時間帯の
児童・生徒のため、注意喚起をお願いします。

◆ 奈良県橿原市から自転車１００台が寄贈されました。


